
訪 日 雑 感    

高 迪     （女  17 才  高校 3 年  ホストは間地政広さん）  

 

 初めて外国に行く人がみな私と同じ気持ちでいるのか知りませんが、私は興奮と

不安が入り混じっていました。自分の荷物を引いて正真正銘この訪問団の一員にな

ってみて、分かりました。何て幸運なんだろう、優秀な仲間に囲まれて、意義深い

旅行に出発できるなんて。目的地は日本なのです。  

 

 飛行機に乗り ､あれこれ退屈しのぎをしながら３時間を過ごし､あと３０分で到着

という頃、飛行機の窓から、波立つ真っ青な海と対峙するかのように黄緑色の陸地

が見えました。あれが日本。碁盤の目のように仕切られた田畑が、若竹色や黄金色､

黒味がかったり赤茶けたりと、色とりどりに広がり、この国の豊かさを感じさせま

す。不ぞろいに点在する家屋が穏やかさを表しています。ほんの一時の眺めでした

が、美しい所だというのが日本の

第一印象です。  

 

 空港の出迎えは若者とばかり思

っ て い ま し た が ､成 田 空 港 に 着 い

て み る と ､早 々 に 私 た ち を 待 っ て

いてくれたのは ､おじいさん ､おば

あさん、と呼びかけたいくらいの

年配の方々でした。この方々のお

かげで、私達の緊張はすぐにほぐれ、友好親善一色となりました。  

 

 大型バスで１時間ほど行くと、友好訪問都市、柏市に着きます。道中、強く印象

に残ったのは、清潔という一語に尽きます。きちんと整備された車道には紙くず一

つなく、道端にゴミ箱が並んでいるわけでもありません。ここの人々の環境保護に

対する意識と素質の高さがうかがわれます。新鮮な空気は気持ちがいいと誰もが言

いますが、確かに、飛行機を降りてから、湿り気のあるさわやかな空気を吸ったお

かげで、道中の風景を楽しむことができました。二階建ての小さな家が寄り添うよ

うに立ち並んでいても整然さと生気を失うことなく ､田畑が広がり、傍らを川の水 が

激しく流れ､冬でも青々とした竹林が郊外道路を両側から包み込んでいる。このよう

な絶えず入れ替わる美しい景色に目を奪われているうちに柏市役所に到着しました。 

 

 また緊張感がよみがえって来ます。日本で身を寄せることとなる家族にこれから

会うのです。心温まる歓迎会が開かれ ､私たち９名は ､ある者は英語で ､ある者は日本



語で、簡単に自己紹介しました。続いて ､すぐに私はホームステイ先に案内されるこ

ととなりました。  

 

 私のホストファミリーは間地さんといって、御主人の間地政広さんは海外旅行を

扱う旅行会社の社長で、私たち訪問団の 引率者である肖さんの友人です。その旅行

社の仕事の半分以上は中国旅行だそうで、御主人の中国語は大したものです。ホー

ムスティ中にお会いできたのは､御主人と奥様、そして娘の直子さんの３人です。奥

様はとてもやさしくて、飾り気のない、まめまめしく働く方です。私を迎えに来て

下さったのも奥様です。直子さんは玄関先に迎えに出てくれていましたが ､以外にも

すっぴんで、内面の美しさが表に現れ、振る舞いが上品でいて尚且つ活発さも失っ

ていません。せわしなく仕事に追われて疲労感の漂う日本の若者のイメージとは程

遠い、笑顔に親しみが感じられる素敵な方です。ただ、残念なことに、中国語が話

せないので、私は苦手な英語で交流しなければなりませんでした。間地さんには、

まだ息子さんがお二人いらして､上の方は現在北京にいらして、下の方も中国で勉強

された後東京に勤務していらっしゃるそうです。このように中国と縁のある家庭で

生活できたことは、私にとって本当に幸運でした。  

 

 間地さんのお宅は２階建てで、私は２階に泊まることになりました。家の造作、

部屋の装飾は、現代的なものの中に伝統を残しています。炬燵に入って液晶テレビ

を見ていると､時間がたつにつれ、足がしびれて感覚がなくなってしまいますが､こ

ういう普段と違う生活が体験できて、むしろ嬉しく思います。間地家での生活は楽

しく有益なものでした。朝は御主人と一緒に新聞を読み、日本に関するお話を伺い、

時には漢詩や魯迅などの中国文学から三国志

の曹操のことまで、いろいろとお話すること

ができました。奥様とは、中国語の勉強をお

手 伝 い さ せ て い た だく こ と に な りま し た が ､

外国人の中国語学習は、私たちがするのとは

明 ら か に 異 な り ､文 法 の 一つ 一 つか ら 始 ま り

ますので、私の手に負えないこともたくさん

ありました。しかし、心から嬉しく思うこと

は ､私たちの言語がますます普及し、国際化し

ていることです。夜は、私の日本での体験を

話題に、おしゃべりの花を咲かせ、楽しく過

ごしました。  

 

 日本、特に柏市のある千葉県は、雪が少ないそうですが ､私たちが行った時はちょ

うど雪が降りました。木々の緑の中に雪が舞う光景はとても情緒があります。訪問



期間の初めの２日間は、日本では大学入試が行わ れており、試験場を出てきたばか

りの興奮した面持ちや開放感から気楽な表情を浮かべる受験生の姿、門の外で苛立

った様子もなく待っている家族の姿などをテレビで見ると、日本の学生たちをうら

やましくも感じました。  

 

 私たちの日本滞在は６日間ですが、市長との面会や東京大学、柏市のゴミ処理場、

病院、老人サービスセンター等の見学、東京ディズニーランド、柏市立高校の演奏

会など、盛りだくさんの日程を作っていただきました。中でも私の印象に強く残っ

ているのは、麗澤高校の参観と茶道の体験でした。麗澤高校では設備の充実してい

ることもさることながら、カリキュラムの選択が生徒の希望に基づいて行われてい

ること ､放課後の課外活動が充実していること､生徒が成績の向上を追求するだけで

なく、あらゆる面で自分の才能を伸ばし、社会に受け入れられるように努力をして

いることに、私たちはとても啓発されました。日本の茶道は、日本文化のユニーク

な一面であり､風流な茶室の中で、和服の女性にお茶を点てていただきましたが、動

作の一つ一つに意味を持たせた真剣な作法は、お茶を味わう楽しみと同時に人とし

ての修養につながることであると、感心いたしました。  

 

 ６日間の滞在期間中、ホ ストファミリーの皆さんに温かく友好的に接していただ

き、行き届いたおもてなしを受けたことは、忘れません。相互友好訪問は、平和友

好を愛する人々の努力のたまものです。柏市の優美さに驚嘆すると同時に、自らの

至らなさを反省しております。私たち若者は、先進的な科学技術、教育、医療の成

果を学習し、周囲の人々にそれを伝え、自分の故郷を更に発展させるため奮闘努力

する責任があります。高校での勉強は単に合格通知をもらうことが目的ではなく、

国家の建設、発展に貢献するためです。柏市並びに柏市の友人の皆様を敬愛申し上

げます。  

 

 柏市の益々の御発展を祈念して  

 柏市と承徳市との友好親善の発展を祈念して  

 


